更多考资（习题库软件/电子书）至http://zk.ikaoti.cn/免费下载

第五讲　长篇阅读训练
长篇攻破
　　分段搜索
　　主旨把握
　　速度、精准度
　　問題11　次のAとBの意見文を読んで、後の問いに対する答えとして最もよいものを、1·2·3·4から一つ選びなさい。
　　Ａ
　　しっかりした人生を歩むには、やはり「学歴」が必要です。そう断言すると（注1）眉をひそめる人もいるかもしれません。しかし私には、学歴なんかいらない、あるいは、（注2）ほどほどでかまわないという考え方は、中途半端なきれいごとに思えてなりません。
　　学歴がなくて苦労をしたという話は、昔はさんざん聞かされました。最近はあまり言われていないだけで、本当はもっと厳しい選別が行なわれているそうです。（中略）
　　親ならば、一生を幸せに生きていける、一生、食べるのに困らない「生きる力」を、子供に付けさせるべきです。そして、そのための最良の方法が「学歴を付けさせる」ことだということは、今も昔も、変わりないのではないでしょうか。
　　Ｂ
　　いったい、学歴とはなにものなのか。
　　会社は、厳しい過当競争のさなかにあって、実力で勝負しなければならないというのに、そこで働いている人は、入社前に教育を受けた「場所」で評価されるというのは、どう考えても納得がいかない。教育の「質」が問われるのならばまだ解る。「場所」というのは、正常ではない。わずか数年間の学校教育が、以後何十年にもわたって、その人の看板として通用するというのは、奇妙というほかはない。
　　（中略）ほんの小さなグループから出発した私たちの会社では、何でもやれる人が、それをやる、といった気持ちで仕事をしてきたつもりであったのに、人数が増えてくるに従って、いつとはなしに、学歴による区分といった方式が、なんとなくとり入れられつつある事実に気付いて、はっとしたことがある。
　　（注1）EQ \* jc2 \* "Font:宋体" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(まゆ),眉)　　をひそめる：不快に感じる
　　（注2）ほどほど：ちょうどよい程度
　　63　AとBの認識で共通しているのは何か。
　　1　学歴の重要性は否定できない。
　　2　学歴による区別は実在する。
　　3　学歴よりも実力が重要だ。
　　4　学歴は実在と関係がある。[【视频课程】]
　　64　学歴や学校教育について、Bが批判しているのはどのようなことか。
　　1　実際の社会では学歴は関係なく、何でもできる人が高く評価されること
　　2　社会人になってからも、どこで学校教育を受けたかが重要視されること
　　3　実際の社会で必要とされる実力が、学校教育では養成されていないこと
　　4　社会的には学歴が重視されているのに、企業ではそれが通用しないこと
　　65　AとBの二つの文章を以下のようにまとめる場合、①と②に入るものの組み合わせとして適切なのはどれか。
　　「Aの筆者は（　①　）と考えているが、Bの筆者は（　②　）と考えている。」
　　1　①学歴が高ければ高いほどよい
　　②社員が多くなれば学歴と言う区分も大切だ
　　2　①学歴を得るために苦労が必要だ
　　②会社で競争に勝つには学歴は通用しない
　　3　①学歴は生きていくのに必要なものだ
　　②会社は社員の学歴より実力を重視するべきだ
　　4　①子供に学歴を付けさせるのは親の役目だ
　　②社員は専門の知識と学歴の両方が必要だ
　　泛读速度提高！！
　　問題12　次の文章を読んで、後の問いに対する答えとして最もよいものを、1·2·3·4から一つ選びなさい。
　　給与には外的報酬と内的報酬のふたつがある。
　　外的報酬とは給与そのものやインセンティブ（賞励金）といった、お金として受け取れるものである。
　　それに対して内的報酬とは、給与の額には表れないが、その仕事を通して得られる満足の報酬といったものである。
　　たとえば、こんな給与はどうだろうか。
　　外部の人と知り合う機会がある「出会い給与」、そこにいるだけで新しい情報に触れられる「情報供与」、専門的な技を習得できる「技磨き給与」、気の合った仲間と一緒にいられる「ふれあい給与」、そして一流の人をそばで（注1）ウォッチできる「おそば給与」など、そんな給与の名称はないが、あるとEQ \* jc2 \* "Font:宋体" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(うれ),嬉)　　しい給与である。
　　私の場合、外的報酬よりも内的報酬を増やすことを心がけてきた。
　　たしかに、同僚よりも低く評価されたショックは今でも忘れられないし、同期とのボーナスの差が何十万もあってEQ \* jc2 \* "Font:宋体" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(がくぜん),愕然)　　としたこともあった。　
　　しかし、生活が脅されるほどの額でもないと割り切れば、目に見えない給与を増やすほうが個人的な満足は高いことがわかったのである。
　　また、仕事を長く続けていくには、内的報酬がちゃんとなくてはつとまらないということもわかってきた。
　　仕事をなし遂げたときの「達成感」や、自分が成長していることを実感できる「成長感」こそ仕事の原動力であって、他人からの評価という、自分の努力では（注2）いかんともしがたいものにとらわれすぎるのは得策ではないと気づいたのである。
　　（中略）
　　どんなに外的報酬が高くても内的報酬が極端に低い仕事だと、長く続けることはできない。また、①そこで得たお金は身につかないことが多い。
　　いっぽう、内的報酬の高い仕事なら、もしかしたら将来（注3）ビッグな報酬に化けるかもしれない。その可能性は充分にあると言っていい。たとえ戻ってこなかったとしても、続けていけるよさはある。[【更多考资】]
　　私の友人に、編集部で十年間アルバイトを続けた人がいる。正社員に比べて給与は低く、ボーナスも、退職金ももちろんない。
　　しかし、その後（注4）フリーになった友人は、正社員よりもはるかに多い報酬を得るようになった。アルバイトの十年間で技術を身につけ、人脈を培い、仕事の幅を広げた、②まさに内的報酬が外的報酬へと実を結んでいったのである。
　　時価で給与を計るより、心の満足を含めたトータルかつ長期の視点で報酬をとらえないと、結局のところ給与は増えていかないのだと思う。
　　（注1）ウォッチできる：ここでは、観察できること
　　（注2）いかんともしがたい：どうしようもない
　　（注3）ビッグな：大きな
　　（注4）フリー：フリーランスの略。特定の組織に所属せず自由に仕事をする人
　　66　外的報酬と内的報酬の説明として本文と合っているものはどれか。
　　1　外的報酬は仕事の幅を広げるのに必要なものであり、内的報酬は会社から評価され給与として得られるもの
　　2　外的報酬は将来の自分のために必要なものであり、内的報酬は自分の努力では得ら
　　れないもの
　　3　外的報酬は給与として得られるものであり、内的報酬は長期的には満足感が得られ
　　ないもの
　　4　外的報酬は他人から評価され得られるものであり、内的報酬は仕事を長く続けるた
　　めに必要なもの
　　67　①そこで得たお金とあるが、そことは何を指しているか。（答案前置）
　　1　報酬の低い仕事
　　2　やりがいのある仕事
　　3　内容に釣り合わない仕事
　　4　心の満足感を伴わない仕事
　　68　②まさに内的報酬が外的報酬へと実を結んでいったとあるが、どういうことか。
　　1　仕事に慣れて早く片づけられるようになり、同僚と同じ金額の収入を得た。
　　2　ボーナスも退職金もないが、同じ会社で仕事を続けた結果、収入が増えた。
　　3　成長感や達成感を得るために働いてきたことが、高い収入につながった。
　　4　10年間アルバイトを続けて、正社員と同じ収入を得られるようになった。
　　69　この文章で筆者が最も言いたいことはどれか。（总结）
　　1　人脈や仕事の幅を広げて高い収入を得ることができれば、それが仕事の原動力になる。
　　2　すぐに高い収入に結びつかなくても、心の満足感を重視して仕事を続けることが大切だ。
　　3　大きな収入を得たいと考えるなら、アルバイトを続け高い技術や人脈を得ることが大切だ。
　　4　見えないところで努力して仕事をすれば、他人が高く評価してくれ、いつか収入も高くなる。
　　长篇阅读训练
　　文章出处
　　首段、末段细读
　　关于观点还是内容提问区别
　　文章大意截取VS中篇阅读
　　パターン
　　論説の主張1－説明―主張2　のパターンに当てはめて考えて見る。主張2の部分が省略されたものもある。このパターンは、問題提起がなく、先に主張が述べられる。
　　①まず主張部分の中から、筆者の意見を取り出し、まとめる。
　　②自分がまとめた主張部分が正しいか、説明を読み、もう一度考える。説明には、筆者の主張が形を変えて繰り返されることが多いので、そこに注意して読む。
　　練習1
　　あなたが友人とエレベーターに乗り込んだと仮定しよう。そこに他の人が誰も居合わせなかったとする。そうすると、通りを歩いているときと同じように、会話に花が咲くことだろう。ところが、途中の階から見知らぬ人物が入ってきた。どうするか……。ふつうまず口をつぐむのではないだろうか。
　　どうしてかというと、第三者が加わることで、狭い箱のなかが私的空間から公共の場へ変質したからにほかならない。そして、それまでの言語は私的な性質のものであったため、それを第三者に聞かせることにはためらわれるものがあるし、また第三者に不快の念を抱かせるという配慮が働いて、沈黙するのだ。もし、それまでの会話の内容が公的言語によるものであったならば、会話は途切れないだろう。意識するしないにかかわらず、「ふつう」私たちは両者を区分していることが分かる。o9
　　ただし、「ふつう」と留保を付けたのには理由がある。今から20年歩と前に、当時、京都大学の大学院生だった細馬宏通氏が収集した「エレベーターの会話」の資料を参考に、同一場所で全く同じような観察を2002年に行ってみると、第三者が乗り合わせても会話が途切れないことが明らかになったのである。とりわけ、この傾向は10代のわかものに顕著である。電車内で平然とケータイで話を続けるのと共通する傾向だろう。
　　おそらく、公的な状況という認識の稀薄化が影響しているのだろう。常に私的にしか言語を使わなくなってきている。だからことばがいくら「乱れ」ても平気でいられる。21世紀へ来て、人間は言語をその本来の意味で使用しなくなり、サルへと先祖返りしつつあると私には思える。
　　（正高信男『ケータイを持ったサル』中公新書による）
　　問い　この文章の筆者の主張—（状况）として、最も適当なものはどれか。
　　1、現代の若者が私的な性質の会話を第三者に聞かれても平然としているのは20年前と変わりがない
　　2、現代の若者は公的な状況の認識が稀薄化しており私的にしか言語を使わなくなってきている
　　3、現代の若者がことばがいくら「乱れ」ても平気でいられるのはケータイのせいである
　　4、現代の若者は言葉を使用しなくなりつつありサルへ先祖返りしつつあるようだ
　　練習2
　　教育とは何か。一口でいってしまえば一人一人の子供が持っている多様な先天的、後天的資質をできるだけ生かし、その能力をできるだけ伸ばし、発展させ、実り多い幸福な人生を送ることができる一人の人間として成長することを助けるのが教育だといってよいでしょう。その時強調しなければならないのは、教育は決して、ある特定の国家的、宗教的、人種的、階級的、ないしは経済的イデオロギーによって支配されるものであってはならないということです。教育の目的はあくまでも、一人一人の子供が立派な一人の大人になって、個人的に幸福な、実り多い人生をおくることができるように成長することをたすけるものではなければなりません。
　　教育の目的をこのような意味でとらえるとき、まず注目しなければならないのは、一人一人の子供がもっている先天的、後天的資質、能力が極めて多様で、個性的であり、そのアスピレーションまた個性的で、多様な形態なもつことです。一人一人の子供がもっている能力を単元的に測って、比較しようとしたり、そのアスピレーションを順位付けしようとすること自体、教育の目的から大きく逸脱したものであることを心に留めることが大事です。
　　ある子供は、文章を読んだり、作ったりするのが得意であったり、数の計算がうまく、図形の性質を正確にとらえる能力をもっています。ある子供は、歌を上手に歌い、絵を描くのがうまかったり、あるいは工作を得意とします。また、走るのが得意であったり、物まねが上手な子供もいます。一人一人の子供がもっている個性的な資質を大事にし、その能力をできるだけ育てることが教育の第一義的な目的であることはいうまでもありませんが、同時に子供たちが成人して、それぞれ一人の社会的人間として、充実した、幸福な人生をおくることができるような人格的諸条件を身につけるのが、教育の果たすもう一つの役割でもあります。そのために、教育は、個別的な家庭あるいは、狭く地域的ないしは階級的に限定された場ではなく、できるだけ広く、多用な社会的、経済的、文化的背景をもった数多くの子供たちが一緒に学び、遊ぶことができるような場で行われることがのぞましわけです。学校教育制度が、上のような教育の理念からの必然的な帰結でもあり、現実に世界のほとんどの国々で学校教育制度がとられているのも、このような事情からです。
　　（宇沢弘文『日本の教育を考える』岩波新書による）
　　問い　この文章のまとめとしてもっとも適当なものはどれか。
　　1、教育は国家、宗教、人種などによって目的がちがうので、同じようにはできない
　　2、教育は子供が立派な一人の大人になることができれば終わりである
　　3、教育は子供の資質を育てるだけでなく、人格も育てることを目的にしている）
　　4、教育は子供の持つ資質が多様なので、個別的に行うほうが効果が高い
　　练习3划线部分提问
　　わたしももう48歳で「お若いですね」とお世辞を言われるような年頃になった。もちろん、そのようなお世辞はたいてい聞き流すが、ときには「若くないよ。昔なら人生50年、もうすぐ終わりだ」と59言い返すこともある。そのようなことを言われ始めるのは、人びとにわたしが老人と見られ始めたということに過ぎないからである。
　　それは自分が自分を見る場合にも言えることで、「自分はまだ若い」と思いはじめたら、それは老人になったしるしなのである。実際、若い人は「自分はまだ若い」なんて思っていないし、むしろ「もう歳だ」と言うようなことを言いたがる。それが老いはじめると「自分は若い」と言い出すわけで、たいていの老人は自分は実際の年齢より若く見えるし、たとえ若く見えなくても本当は精神的にも肉体的にも若いと信じている。自分は実際の年齢よりも老けていると思っている老人にお目にかかったことはまだない。
　　たしかに老化の進み具合は人によって異なり、年齢の進み具合と必ず市も一致しないが、ほとんどの老人が実際より若いと言うことは論理的におかしな話で、それなら、実際の年齢通りに老けている老人のほうが例外だと言うことになってしまう。60そんな馬鹿なことはない。老人がそう思っているのが希望的観測に過ぎないことは明らかで？自分の状態よりさらに老けている状態を勝手に「年齢相応」と決め込み、それと自分を比較しているに過ぎない。
　　つまり、老人になればなるほど自分は若いと思いたがるわけで、したがってこのことから当人の老化の程度を判定できるのではないかとわたしは考えている。かりに老化指数と言う言葉を使えば、61（老化指数）＝（暦年齢）－（当人が思っている年齢）という方程式が成り立つ。たとえば15歳の人が自分はもう一人前のおとなで、20歳で通ると思っていれば、老化指数はマイナス5、20歳の人が自分は20歳程度と思っていれば、老化指数は0、40歳の人が35歳程度思っていれば、5、60歳の人が50歳程度だと思っていれば10である。ここに自分は50歳と変わらないと思っている70歳の人と、自分は60歳ぐらいには見えると思っている同じく70歳の人がいるとすれば、老化指数は前者が20、後者が10で、前者のほうが二倍もより老化しているわけである。「近頃の若者は」なんて言うと老いた証拠と笑われるかもしれないが、62近頃の若者には、はたちを過ぎたばかりなのにもう「おじん」または「おばん」になったと嘆き、10代にみられたがる者が、22歳の者が自分は18歳に見えると思っているとすれば老化指数は20代にしてすでに4である近ごろ、そういう若者が多いと言うことは、一方では若者の幼児化がいわれているが、他方では早くから精神的に老けこんでいる証拠ではなかろうか。
　　（注1）「もう歳だ」：「もう老人だ」（注2）老化指数：老化の程度を示す数字
　　（注3）暦年齢：実際の年齢（注4）おじん：おじさん（注5）おばん：おばさん
　　59）「59言い返すこともある」とあるが、なぜだと考えられるか。
　　1お世辞を言われるような年頃になったから
　　2自分の人生はもうすぐ終わりだと考えたから
　　3老人と見られ始めたことを意識させられるから
　　4お世辞を聞き流すのは相手に失礼だと思ったから
　　60）「60そんな馬鹿なこと」とは、どのようなことか。
　　1老化の進み具合は人によって異なること
　　2精神的にも肉体的にも自分は若いと信じていること
　　3実際の年齢通りに老けている老人が例外になること
　　4年をとると、「若いですね」とお世辞を言われること
　　61）筆者が「61（老化指数）＝（暦年齢）ー（当人が思っている年齢）と言う方程式が成り立つ」と考えたのはなぜか。
　　1人によって体力のおとろえ方が異なるから
　　2老化が進むほど人は若いと思いたがるから
　　3ほとんどの老人が暦の年齢より若いから
　　4年齢相応の老け方を決められないから
　　练习4
　　電話とは、時々、ひどくいまいましいものである。
　　その憎らしさは、ひとえにその便利さのせいである。―したがって、私の家にも電話がある。
　　ちょっとした用件なら（いや便利だな　用件などなくても）手紙より電話の方が手っ取り早い。遠距離でなければ、はるかに安い。その上、切手の買い置きがあったはずだけれど、などとやたらにいろいろな引き出しをかきまわさなくてもいいし、雨が降っていようがいまいが、ポストまででかけなくてもいい。
　　が、何にもまして電話の便利な点は、相手の気分だの都合などを無視して、ブザ――一つで強引に電話口へ呼びつけ、有無をいわざず受け答えを強要することができるところにある。――それはもう、66便利を越えて痛快と言っていい…その痛快さを支えるために、電話をかけられた方が少々不幸になることもあるのは、便利さというものの配分に関する必然性の問題なのかもしれない。実際、風呂や便所へ、入ってしまった後で掛ってきた電話なら堂々と無視できるけれど、入る寸前、つまりほとんど入る態勢になったところを不意打ちに来る電話は、あなたはかなり不幸せにしかねない。（中略）
　　たまたま家族が皆出かけてしまった日曜日など、なぜか一人で留守番というかっこうの時、電話の鳴るたびに、のこのこ立って行くのがおっくうで、――大体私宛の電話は少ないんだ――断固無視してやろうとは思っても、リーンリーンリーンと鳴り続けるあの音に対して居留守を使うにはよほどの67図太い神経がいるらしく、試しに意地を張ってみると、結局、いちいち席を立つよりも、無視し通すほうがよほど心の疲れは大きいのであった。
　　にもかかわらず、かける側になってみれば、居ながらそば屋でも寿司屋でも、試したことはないが、警察にでも出前を注文することができるというのは、実際愉快、痛快、喝采に値する。いざという時110番のかわりに「助けて！すぐ来てください、警察御中」と手紙を出す（もちろんその前に葉書や切手を探す、それから速達料金はいくらだったか思い出す…）という手間を思えば、どう考えたって、電話を呪うことなど、68とんでもない忘恩というものである。
　　無論受け取る立場にしてみれば、郵便のほうが概して控えめで、好感が持てる。（中略）用意でもあれば、帰ってから開封することにして、テーブルの上に放り出してしまってもいい。手紙はおくゆかしく、こちらが返事をするまでけたたましい音を立て続けたりはしない。
　　手紙は面倒なのは、さよう、自分が書く側にまわった時のことである。電話無精という言葉はまだないけれど（個人的に私にはあるのだが）、筆不精という悩みは確実に存在する。と、ここでちょっと69不安になって、ひょっとすると不精ではなく無精だったかしら…と、思い惑うところが、即ち手紙を書くのはくたびれるという理由の一つに相違ない。
　　本当なのだ。電話なら、不意を狙われた相手がまごついているところへ、こちらはいい状態にあるから、好調にまくしたてればいいし、主語と述語が噛み合っていようがいまいが、間違って自分のほうに敬語をつけようが、どうせ小用を堪えて曇ったとすると、もはや、結論は出たようなもので、その短絡的結論によれば、発信は電話、受信は手紙に限るのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤信夫「レトリックの記号論」より）
　　66）「66便利を越えて痛快」という言い方で筆者は何を言いたいのか。
　　1　便利だという言葉では表現できない痛快さがある
　　2　便利であることもあれば、痛快であることもある
　　3　便利さというものは痛快さを越えたところにある
　　4　便利だということは常に痛快だということである
　　67）「67図太い神経がいる」とは、この場合、どういうことか。
　　1　電話に出るのをおっくうがらないこと
　　2　鳴っている電話を無視して平気でいること
　　3　電話の音がどんなに大きくても驚かないこと
　　4　日曜日には一人で留守番ができること
　　68）「68とんでもない忘恩」とはどういうことか。
　　1　こちらから電話をかける時のありがたさを忘れていること
　　2　いつも世話になっている人に手紙を出して迷惑をかけること
　　3　電話でそば屋や寿司屋に出前が頼めることをありがたいと思うこと
　　4　風呂や便所に入る時のありがたさをわすれていること
　　69）「69不安になって」とあるが、何が不安なのか。
　　1　確実にあるのは筆不精という悩みだと本当にいえるのかということ
　　2　自分は本当は筆不精ではないのかかもしれないということ
　　3　「ぶじょう」は漢字で本当に「不精」と書くのかということ
　　4　電話不精という言葉は本当なまだないのかということ
　　练习5
　　久しぶりに会う友人と食事をしていた時のことだ。友人には小学校高学年の娘がいた。「お父さんとしては、やっぱり運動会でビデオを撮りまくったりするんですか？」と私はやや茶（ちゃ）化（か）して（注1）尋ねた。デザイナーの友人は、およそ子どものビデオ撮影に熱狂するような父親には見えなかったからだ。彼は「まあ、人並み程度には撮りますよ」と答えたあと、①急に神妙な面持ちになった。
　　「僕らが子どもの頃って、せいぜい色褪せた写真が少しあっただけでしょう？でもいまの子たちには、子ども時代の動く映像が死ぬほど残っているんです。証拠がたくさんあるから、記憶を勝手に書き換えたりできない。記憶がすごく映像に縛られる。それはそれで、けっこう辛いことだと思いますよ……」
　　小さい頃、人の昔話を聞くのが好きだった。当時としては比較的多い七人という家族構成に加え、父の工場で働く工員さんやお手伝いさん、近くに住む親戚など、我が家には常に人がひしめきあい、会話が飛び交っていた。好むと好まざるにかかわらず、私は話しにまみれていた。
　　父が東京から埼玉へ向かう列車に乗っていた時空襲に遭い、祖父とはぐれて（注2）しまったときの話。母が勤めていた会社の工場で爆発事故があったこと。祖母の末弟が不慮の事故で命を落としてしまった場面。祖父が徴兵検査に合格したくないがためにどんな努力をしたか。両親の結婚式で、酔っ払った農家の親戚が式場の芝生で立ち小便をしてしまった時の、みんなの呆気にとられた顔。東京で働いていた母が久しぶりに実家へ帰る時、祖母がちょうちん（注3）を持って駅まで迎えに来てくれたという話……。
　　記憶によってしか過去を再生できない時、人は驚くべき記憶力を発揮する。空から近づいてくる爆撃機。暗闇の中で崖にたたきつけられる荒波。暗い夜道をゆっくりと進んでいくちょうちんの頼りない灯り。
　　Ａ　多分、そんなことはたいして重要ではない。
　　Ｂ　そのどれにも立ち会っていないのに、私はいまでもそれらの映像を鮮明に脳裏に描くことができる。
　　Ｃ　何十年も色褪せない記憶を持っていること、それがきっと、人間が生きていく上で大きな支えになっているのだろう。
　　Ｄ　話の一つ一つのどこまでが事実でどこからが脚色なのかはわからない。
　　一方私はといえば、昔話をしてくれた当時の彼らより短い人生しかまだ生きていないにもかかわらず、②昔をあまり鮮明に思い出すことができない。写真や手紙など、過去を証明する証拠はたくさんある。しかし記憶の鮮明さは彼らとは比べものにならない。
　　映像の記録が残れば残るほど、証拠に甘えて、人は記憶する努力を怠る。私も含め、そういう人たちが老いた時、どんな過去の映像を思い出すのだろう？どんな昔話をするのだろう？
　　私たちは人類史上初めて、昔話をできない③新種の人間になりつつあるのかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（星野博美『迷子の自由』による）
　　（注1）茶（ちゃ）化（か）す：冗談を言う。
　　（注2）はぐれる：同行の者を見失う。
　　（注3）ちょうちん（提灯）：照明具の一つ。
　　59、友人が①「急に神妙な面持ちになった」とあるが、それはどうしてか。
　　1実は小学生の娘のビデオ撮影にとても熱心なお父さんだからだ。
　　2自分が子どもだった時代は写真が少なく、とても辛い思いをしたからだ。
　　3今の時代は映像がたくさんあるけど、楽しい記憶はなかなかないからだ。
　　4今の子どもたちの記憶はほとんど映像のままで、それを心配しているからだ。
　　60、文中のＡＢＣＤを正しい順番に並べ替えなさい。
　　1Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｃ
　　2Ｂ→Ｄ→Ａ→Ｃ
　　3Ｂ→Ａ→Ｄ→Ｃ
　　4Ａ→Ｄ→Ｂ→Ｃ
　　61、②「昔をあまり鮮明に思い出すことができない」とあるが、それはどうしてか。
　　1まだ短い人生しか生きていないので、楽しい記憶が少ないからだ。
　　2映像の記録で過去が再生できるので、覚えようとしなかったからだ。
　　3昔の人たちに比べ、写真や手紙などの証拠が多く、記憶はすぐ色褪せるからだ。
　　4写真や手紙などは事実で、記憶はその場に立ち会っていない場合が多いからだ。
　　62、筆者が考えている③「新種の人間」とは、どういう人のことか。
　　1写真や手紙などの記録をたくさん持っている幸せな人たちだ。
　　2映像の記録に頼りすぎて、鮮明な記憶を持っていない人たちだ。
　　3過去の記録をたくさん持ち、それらの映像を鮮明に覚えている人たちだ。
　　4人類の歴史の中で変わらない過去を鮮明に覚えている人たちだ。
　　练习6
　　Ａ.
　　カリブ海の島国ハイチを直下型の大地震が襲い、犠牲者は20万人に上るとの見方もある惨事となった。
　　倒れた建物に生き埋めになった犠牲者。懸命に救出を試みる住民たち……。こうした光景は、15年前に起きた阪神大震災を想起させる。
　　阪神大震災では約10万棟の家屋が全壊、亡くなった約6400人の約8割は住宅などの倒壊が原因とされる。
　　大震災を教訓に住宅や公共施設の耐震化は進んだが、まだ不十分だ。住宅の耐震化率は昨年4月現在で79%。全国で約1千万戸は耐震性がないか、耐震診断がなされていない。
　　国と自治体が補強工事を補助する制度があるものの、制度を持つ市町村はおよそ半数だ。地域によっては自治体も住民も危機意識が薄い。
　　日本は世界の大地震の2割が集中する。事前に警報を確実に出せるほど地震の科学は成熟していない。いつ、どこを震災が襲ってもふしぎはないことを改めて肝に銘じよう。
　　　　　　　　　　　（2010年1月17日『日本経済新聞』社説により改）
　　Ｂ.
　　被災地では悲しい記憶が今も消えない。阪神·淡路大震災から、17日で15年になる。[【更多考资】]
　　震災の教訓は、まだ十分に生かされていない。命を守る体制が整ってきたとは言い難い。犠牲者の死因の8割以上は、住宅の倒壊や家具の転倒による窒息死·圧死だった。大半は建物の耐震性の低さに帰因している。
　　政府は、2015年までに住宅の耐震化率90%を目指すが、約75%にとどまっている。改修のペースを2～3倍に上げなければ、目標を達成できない。
　　東海、東南海、南海、首都圏直下など巨大地震はいつ起きてもおかしくない。政府は、緊張感をもって対策に取り組んでほしい。
　　折もおり、カリブ海の最貧国ハイチで大地震が発生した。
　　日本政府は、国際緊急援助隊の医療チームを派遣したが、阪神大震災の教訓からも、迅速な対応が肝要だ。効果的な支援に努めてもらいたい。
　　　　　　　　　　　　　　　（2010年1月17日『読売新聞』社説により改）
　　63、ＡとＢのどちらの記事にも触れられている内容はどれか。
　　1ハイチで起きた大災害の状況
　　2耐震化を補助する国の制度
　　3阪神大震災の被害の原因
　　4日本政府の迅速な支援
　　64、ＡとＢの記事に共通して言っていることは何か。
　　1災害に備えて住民を守る体制を強化すべきだ。
　　2目標としている住宅の耐震化率に達することは大変難しい。
　　3日本は巨大地震が多発するので、政府は地震の予報科学に力を入れるべきだ。
　　4阪神大震災の教訓を生かして、政府に効果的な国際支援を行うことを期待する。
　　65、建物の耐震性について述べたことについて、正しいのはどれか。
　　1阪神大震災では住宅の耐震化率が約7割だったため、多くの犠牲者が出た。
　　2日本では阪神大震災後、補助制度のおかげで住宅の耐震化率が大幅にアップした。
　　3政府は耐震化率の目標の達成に向けて一刻も早く対策を講じるべきだ。
　　4ハイチを襲った直下型の大地震では、犠牲者の8割が建物の耐震性が低かからったため
　　练习7
　　原日本人の境界認識として、ウチ·ソト認識の外側にヨソという世界がある。ウチ＝自分中心の仲間、ソト＝その外側の関係ある世界、ヨソ＝無関係で無視できる世界、というわけである。昔の人はウチのものには親しみのあるくだけた言葉を使い、ソトのものには敬語を使い、ヨソのものは「ヨソ者」だからコミュニケーションせずに無視した。同じ電車に乗り合わせた乗客は何も問題が起こらなければ物体として無視できる　Ａ　であるが、話をしたり文句を言ったりするような関係が生じた時点で　Ｂ　のものになる。
　　いまの日本人の礼儀語不足は、ウチ·ソト·ヨソ認識に狂いが生じたことが原因と考えられる、ヨソのものがソトのものになっているのに、態度や言葉は依然としてヨソ扱いのままなのである。①それが言うべき言葉を言えない理由である。大学の教師が授業中の学生の私語に業をにやしているが、いまの学生にとって、目の前にいる教師は自分と関係のある　Ｃ　の人間ではなく、自分と無関係で無視できる　Ｄの人間なのである。だから、電車の中で友人としゃべるのとまったく同様に、授業中声をひそめるでなく友人と会話ができる。
　　日本人は、有史以来上下関係の中で生きてきた。その中で、上位者には敬語を使い、下位者には使わないという原則の中でコミュニケーションを行い、うまく人間関係を構築してきた。現代の日本人は平等意識が非常に高いので、ある程度付き合って親しくなると、上下関係が自動的に消滅し、ついでに敬語も敬意もなくなってしまうことが往々にしてある。逆に、相手を上位者として扱うということは、自分から遠ざけることであるから、親しい相手にはかえって水くさいと受け取られたりする。
　　これから日本人が平等社会の中で良好な人間関係を構築していくには、礼儀語の充実が不可欠である。乱暴なののしりは気心の知れたウチの人間関係の中でしか許されない。ところが、②自分が不安なあまり、まわりの人をすべて自分の味方（ウチ）に取り込もうとしてウチの人間関係を拡大した結果、相手との距離が失われ、互いの攻撃が直接心身に及ぶようになってしまった。それが殺伐（さつばつ）とした社会の背景にあると思われる。
　　良好な人間関係はいかに多くのソトの人を持つかにかかっている。気心の知れた友人が少数しかいないのは当たり前であって、単純に友人の多い少ないで人間関係のよしあしをはかることなどできはしない。だから、良好な人間関係を構築するには、まず自分の不安を克服すること、まわりを味方で固めなくてもだいじょうぶなだけの確固たる自我を確立することである。そうすれば、少数のウチ以外の人は大切なソトの人間として丁（てい）重（ちょう）に扱わなければならないという気持ちになるだろう。
　　われわれが満員電車の中で、
　　「すみません、その傘、向こうへやっていただけませんか。」（濡れた傘がさわった。）
　　「もう少し小さな声で控えめに話していただけませんか。」（声がうるさい。）
　　と何の抵抗もなく言えるようになってはじめて、知らない人との良好な人間関係を築いたといえるのではなかろうか。そういう社会をこそ、われわれは志向すべきなのである。
　　（浅田秀子　『敬語で解く日本の平等·不平等』による）
　　66、Ａ　～　Ｄ　に当てはまる語の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。
　　1Ａ：ヨソ　　　　Ｂ：ソト　　　　Ｃ：ソト　　　　Ｄヨソ
　　2Ａ：ヨソ　　　　Ｂ：ウチ　　　　Ｃ：ソト　　　　Ｄヨソ
　　3Ａ：ヨソ　　　　Ｂ：ソト　　　　Ｃ：ウチ　　　　Ｄヨソ
　　4Ａ：ヨソ　　　　Ｂ：ウチ　　　　Ｃ：ウチ　　　　Ｄヨソ
　　67、①「それ」は何か。
　　1仲間意識
　　2礼儀語不足
　　3態度や言葉
　　4ウチ·ソト·ヨソ認識
　　68、②「自分が不安なあまり」とあるが、筆者はどうすることが不安を解消することになると考えているか。
　　1より多くのソトの人を持つべきだ。
　　2上位者には必ず敬語を使うべきだ。
　　3芯の強い自分自身を作るべきだ。
　　4良好な人間関係を築くべきだ。
　　69、この文章で筆者が言いたいことは何か。
　　1良好な人間関係を築くためには、ウチ以外の人はソトの人間として大事にしながらも言うべきことを抵抗なく言うことが大事だ。
　　2いまの平等社会の中でのウチ·ソト·ヨソ認識を改め、上位者にはきちんとした敬語を使うことが良好な人間関係を築くことにつながる。
　　3良好な人間関係を築くためには、多くのソトの人を持つことで自分の不安を解消し、ソトの人間を丁重に扱わなければならない。
　　4上下関係の原則にしたがってコミュニケーションを行い、相手と距離を保ちながら良好な人間関係を構築すべきである。
　　练习8
　　いに対する答えとして、最もよいものを1·2·3·4から一つ選びなさい。
　　A
　　消費者庁は24日、悪玉コレステロールを増やし心臓疾患のリスクを高めるとされるトランス脂肪酸について、商品への含有量の表示義務付けを検討することを決めた。福島瑞穂消費者行政担当相が記者会見で明らかにした。消費者庁によると、平均的食生活を営む日本人ではほぼ心配ないが、トランス脂肪酸を含む食用油を使ったスナック菓子や揚げ物を大量に食べるとリスクがあり、注意を促す必要があると判断したという。
　　福島担当相は「米国などでは含有量表示が義務付けられている。国際的動向を踏まえ、国民の健康増進を図る観点から検討したい」と述べた。
　　トランス脂肪酸は、天然の植物油にはほとんど含まれないが、水素を添加して硬化するマーガリンやショートニングでは製造過程で発生する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2009年11月24日産経新聞により）
　　B
　　マーガリンなどに含まれ、動脈硬化などの原因になるとされるトランス脂肪酸について、福島瑞穂·消費者担当相は24日、閣議後の記者会見で、食品中の含有量の表示義務づけを、消費者庁で検討することを明らかにした。
　　トランス脂肪酸は、マーガリンや調理用の植物油、菓子やづくりに使われるショートニングに含まれている。多量にとると、悪玉コレステロールを増やし、善玉コレステロールを減らす作用のあることが指摘されている。
　　食品安全委員会によると、日本人の一般的な食生活では過剰摂取が問題になる可能性は低い、としている。欧米諸国では使用した際の食品への表示義務づけや含有量の規制もあるため、福島氏は「国際的な動向も踏まえ、国民の健康の増進を図る観点から検討していきたい」と述べた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2009年11月24日朝日新聞により）
　　（63）AとBのどちらの記事にも、触れられている内容はどれか。
　　1　トランス脂肪酸の成分　　　　　　　　　　2　トランス脂肪酸の短所
　　3　日本でのトランス脂肪酸の使われている現状　4　トランス脂肪酸の用途
　　（64）トランス脂肪酸の短所と合わないのはどれか。
　　1　心臓病の危険性を高める　2　血管病の危険性を高める
　　3　肥満の可能性を高める　　4　血液病の可能性を高める
　　（65）二つの記事により、分かることは何か。
　　1　これからトランス脂肪酸をできるだけ使わない　　2　これから菓子や揚げ物やパンなどを食べない
　　3　これからトランス脂肪酸の含有量を表示しなければならない
　　4　これから自分の健康を注意しなければならない
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